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■点検･手入れの際のご注意 日常の点検、手入れは必ずおこなってください。

4.日常の点検・手入れ、故障・異常時の処置

●ご使用の有無にかかわらず、古くなった製品は、安全のためご使用前に点検修理をご依頼ください。

■長期間使用しないとき
●本体などが汚れていないか、よく乾いているか確認してください。
●本製品の各部が十分冷えてから、梱包箱または袋に入れて、湿気の少ない場
所に保管してください。

●本製品に容器（ボンベ）をセットした状態のままで保管することは絶対におやめ
ください。別々に保管してください。
●本製品は、ときどき点検して、錆びたりしないように手入れをおこなってください。

●手、指の保護のため、必ず手袋
などを使用してください。

●本体の丸洗いは絶対におやめくだ
さい。ガス通路に水が入ると、ガ
スが出なくなったり、錆の原因と
なります。

●点検・手入れの前には、必ず容
器（ボンベ）を取り外してください。

●点検、手入れはこんろが冷えてか
らおこなってください。
●ガス通路部分は絶対に分解しな
いでください。

●特に煮こぼれしたときは、必ずバー
ナーヘッドの掃除をおこなってくだ
さい。

お手入れ方法
固く絞った布で汚れをふき取ってください。
汚れのとれにくいときは中性洗剤で手入れし
た後、乾いた布で、十分に水気を取ってお
いてください。

ブラシや千枚通しなどできれいに掃除をしてく
ださい。（このとき、電極の位置を動かさな
いようにしてください。）

電極の汚れは、乾いた布で力を加えず、軽
くふきとってください。

乾いた布でよくふいてください。 汚れのとれ
にくいときは、中性洗剤で手入れした後、乾
いた布で十分に水分を取っておいてくださ
い。

食器用洗剤を使用し、柔らかいスポンジで
洗い乾いた布で水気をふき取りよく乾かして
ください。 
※研磨剤入りのスポンジや固いスポンジ、
金属たわしは傷がつく恐れがあります。

ご　注　意
水気や汚れを放置すると故障や錆の原因になり
ますので、常に内外をきれいにしておいてくださ
い。手入れの際は、電極を動かさないでください。

不完全燃焼、あるいは炎の不揃いの原因になり
ます。バーナーはつねにきれいにしておいてくださ
い。
点火不良の原因となります。お手入れのとき、
器具せんつまみを点火方向に操作すると感電す
ることがあります。

シンナー・ベンジン・みがき粉などの使用は、表
面を傷つける恐れがあります。また、ナイロンた
わし・金属製のたわしでこすると、本体や容器（ボ
ンベ）を傷つけます。

「グリルプレート」はフッ素樹脂加工されています。
お手入れの際にフッ素樹脂加工を傷つけないよう
注意してください。
「グリルプレート」はつけおき洗いしないでください。
また、裏面の汚れや異物は取り除いてください。
「水皿」が焦げついたときは、お湯に浸しておくな
ど焦げを柔らかくしてから洗ってください。
お手入れの際には、手や指の保護のためにゴム
手袋などのご使用をお勧めします。

点　検

煮こぼれ
・ 汚れの有無

バーナーの
目づまり

電極の汚れ
（点火しなくなった場合）

本体・容器
（ボンベ）の汚れ

グリルプレート・
水皿の汚れ












